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問11 【復習】 以下の断面においてＸ軸に関する「断面 2 次モー

メント」「断面係数」をそれぞれ求めよ。随分大きな H 型鋼

だけど…単位は気にしないでね、笑。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12 【復習】 以下の構造体の「弾性座屈荷重」の大小を比較

せよ。ただし、Ｃのみ上端の移動を自由とする。 
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問13 以下のＡ～Ｄ各点の「モーメント」の値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14 以下の斜めの力を鉛直・水平に分力せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

問15 以下のＡからＣまでの各点のモーメントを求めよ。 
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問16 以下の 4 力が釣り合っている場合のＰ
2
、Ｐ

3
、Ｐ

4
の値

を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 以下の構造体の各支点の反力を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 以下の構造体の各支点の反力を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 以下の構造体の各支点の反力を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 以下の構造体の各支点の反力を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 以下の構造体の各支点の反力を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 級建築士学科Ⅳ  

 
© 2012 office Architype Lab All rights reserved! 

http://www.architype-lab.com/ 

基礎講座_演習問題 学科Ⅳ『構造』 8 

問22 以下の構造体におけるＡ点における各応力を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23 以下の構造物における A 点の軸方向力・曲げモーメントを

を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問24 以下の構造物における A 点の各応力を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問25 以下の構造物における C 点の各応力を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問26 以下の構造物における A 点の各応力を求めよ。 
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解答 

問 11 対象軸に注目！分割方法も注意ね 

 

右のように分割 

 

断面 2 次モーメントを求める 
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 また、断面係数は 
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問 12 まずは座屈長さ係数を図示しましょう 
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したがって、
kCkAkB NNN >>  

 

 

問 13 まずは作用線を記入！ 
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問 14 ちっこい三角形（3：4：5）は書きましたか？ 
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問 15 斜めの力なんでまずは分力ですね 

 先ずは分力 
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  モーメントを求める 

][0

][48316012

kNmmMM

kNmmM

CB

A

==
+=×+×=

 

    注：B、C 点は力の作用線上の点なのでモーメントは 0 

 

問 16 求めたい未知力以外の未知力の交点に注目ですね 

 P
2
と P

3
の交点を O 点とする 
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 P
3
と P

4
の交点を Q 点とする 
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横の力の釣合いより 
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問 17 反力はしっかりと図示しておきましょう 

 

 H
B
と V

B
の交点である B 点に注目すると 
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 鉛直方向の力の釣合いに注目すると 
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 水平方向の力の釣合いに注目すると 
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問 18 ちょっと形が変ですが・・・冷静に！ 

 

 H
A
と V

A
の交点である A 点に注目すると 
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 鉛直方向の力の釣合いに注目すると 
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 水平方向の力の釣合いに注目すると 

][4 kNHX B −==∑  

 

問 19 縦の荷重は無いですが、縦方向の反力は… 

 

 H
B
と V

B
の交点である B 点に注目すると 
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 鉛直方向の力の釣合いに注目すると 
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 水平方向の力の釣合いに注目すると 

][50 kNHX B −==∑  

    

問 20 分布荷重は集中荷重に置き換えましょう 

 

 H
B
と V

B
の交点である B 点に注目すると 
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 鉛直方向の力の釣合いに注目すると 
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 水平方向の力の釣合いに注目すると 

][0 kNHX B ==∑  
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問 21 モーメント荷重は部材全体に等しいモーメントの影響を与

えますよー 

 

 H
A
と V

A
の交点である A 点に注目すると 
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 鉛直方向の力の釣合いに注目すると 
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 水平方向の力の釣合いに注目すると 
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問 22 応力を求める点で構造体を切断！ 

切ってみる…右側計算対象かな？ 

 

 

演習 17 より 2=CV  

 

したがって 
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問 23 切ってみる…これは左ですね 

 

 

問 23 より 9=BV  

 

したがって 
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 せん断力は解なしです…（荷重が加わっている箇所は求められ

ません） 

    

問 24 切ってみる…これは右ですね 

 

したがって、反力 V
C
を求める必要がある 

 

 

 

 

 

 

 H
B
と V

B
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][1

041
2

8

kNV

VM

C

CB

−=

=×−+×−=  

 

したがって 

][0 kNN A =  
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問 25 切ってみる…これは左ですね 

 

 

問 19 より 

][40 kNVA −=  

 

したがって 

][50 kNNC −=  ←圧縮だからマイナスね 

][40 kNQC =   ←せん断力は絶対値表記で OK です 
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問 26 A 点で切断、左に注目 

 

 

 

分布荷重を集中荷重へ 
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